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●米国・ニューヨーク市の国連本部で開催される
ＮＰＴ再検討会議第3回準備委員会に被爆地長崎の
代表及び平和首長会議の副会長として市長出席し、
長崎の平和への思いを強く訴える。

●この機会を捉えて、イリノイ州エバンストン市を
訪問し、大学で講演を行うほか、核軍縮専門家等と
意見交換を行う。

目 的

令和７年４月２７日（日）～５月４日（日） ８日間

期 間

米国・ニューヨーク市、エバンストン市

出張先

市長

平和推進課職員２人 計３人

出張予定者

国連本部（米国・ニューヨーク市）

エバンストン市

ニューヨーク市

市長の海外出張について

核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議第３回準備委員会出席等に係る米国出張



主な用務 日 時 （現地時間） 主な用務

４/27 （日） 終日 （移動） 長崎発 → ニューヨーク着

4/28 （月） 終日
・ NPT再検討会議第３回準備委員会傍聴

・ 国連国際学校（UNIS）での市長講演

4/29 （火） 終日

・ NPT再検討会議第３回準備委員会議長との面会

・ 平和首長会議主催ＮＧＯサイドイベント出席

・ 軍縮会議仏国政府常駐代表との面会

・ 国連事務次長兼軍縮担当上級代表との面会

・ 軍縮会議日本政府常駐代表との面会

4/30 （水） 終日

・ 軍縮会議英国政府常駐代表との面会

・ ナガサキ・ユース代表団主催ＮＧＯサイドイベント出席

・ ＮＧＯセッションにおける市長演説

5/ 1 （木）

午前 （移動） ニューヨーク発 → シカゴ着

午後
・ 在シカゴ日本総領事代理との面会

・ ノースウェスタン大学での基調講演

5/ 2 （金） 終日
・ ノースウェスタン大学でのパネルディスカッション登壇

・ 原子力科学者会報主催レセプション出席

5/ 3 （土）

終日 （移動） シカゴ発 → 長崎着

5/ 4 （日）

令和7年4月23日現在

※ 追加、変更の可能性
があります。

【その他】

●その他各国政府代表者等との面会 （調整中）

●会場内で平和首長会議原爆平和バナー展示（4/28～5/9）及び子どもたちによる“平和なまち”絵画展（4/28～4/30）など開催
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①国連国際学校への訪問概要
• 日 時 4月28日（月）１２：00－１５：００

• 場 所 国連国際学校(UNIS) マンハッタン校

• 訪問者 長崎市・広島市両市長、広島の高校生

• プログラム 13：15～13：45    両市長講演及び質疑応答(対象：中学3年129人)

• 14：05～15：00   広島の高校生による発表及び意見交換

②ノースウェスタン大学での会議概要
• 会議名 Mapping Nuclear Legacies Symposium （シンポジウム「核政策と核遺産－都市の役割」）

• 概 要 ニューヨーク・カーネギー財団からの資金提供を受けた研究プロジェクトの一環として、核軍縮、平和推進

における都市の役割と核の正義について取り上げるシンポジウム。

• 日 時 ５月１日～５月２日

• 場 所 ノースウェスタン大学（米イリノイ州エバンストン市）

• 主 催 ノースウェスタン大学、原子力科学者会報、ノースウェスタン大学東アジア研究フォーラム、

ネイティブアメリカンと先住民研究センター

• プログラム

5月1日 長崎市長による基調講演

5月2日 パネルディスカッション

■ 核政策と核安全保障における都市の役割

(自治体や地域における核兵器廃絶に向けた取組みについて議論を行う)

登壇者；鈴木史朗長崎市長、ダニエル・ビス エバンストン市長.マリア・ハデン シカゴ市議会議員、

アレクサンドリア・ベル原子力科学者会報社長兼CEO,ICAN セス・シェルダンほか

■ 世代間の核正義

(核兵器開発・実験・使用という社会正義に反する行為による被害の記憶の継承、被害者救済と

環境回復について議論を行う)

登壇者：ベンティック・マディソン マーシャル諸島教育イニシアチブ事務局長、

トリーナ・シャーウッド ヤカマ・ネーション資源回復・廃棄物管理

長崎平和特派員 キャサリン・サリバン.宮本ゆきデュポール大学教授、田上富久 元長崎市長ほか


